
- 102 -- 103 -

　
　

    
『
日
本
霊
異
記
』
に
み
る
行
基
菩
薩
に
つ
い
て　

    

山
下　

裕
加

　『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら
れ
る
観
音
菩
薩
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

吉
富
友
理
佳

『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら
れ
る
夢
に
つ
い
て
の
考
察　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

杉
本　

容
子

『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
『
今
昔
物
語
集
』
へ　
　

      

三
崎　

優
子

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
悪
業
に
つ
い
て　
　

     

永
田
美
登
里

『
日
本
霊
異
記
』
に
み
る
行
基
に
つ
い
て　
　
　

     
谷
間　

美
樹

『
万
葉
集
』
の
狐
〜
『
日
本
霊
異
記
』
を
基
点
と
し
て　

                                                                    

飯
島
有
梨
沙

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
雄
略
天
皇
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

井
上　

桃
子

『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』
の
関
係
性
に
つ
い
て　

     

一
倉　

理
沙

『
古
今
集
』
研
究

　
　

―

鳥
の
歌
の
視
点
か
ら
見
た
配
列
の
工
夫―

　

           

高
梨
か
お
り

      　
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
説
話
を
め
ぐ
っ
て　

　

―

古
今
著
聞
集
・
好
色
の
序
の
意
味
す
る
も
の―

　

      

見
付 　

育
子

説
話
に
お
け
る
孔
子
像
を
考
え
る　
　
　
　
　

         

大
下　

  

真
由

安
倍
仲
麿
説
話
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

小
野
塚　

愛

小
野
小
町
説
話
の
研
究

　
　
　
　
　
　

 ―
  

虚
像
と
実
像
を
め
ぐ
っ
て―

　

         

松
井 　

麻
美

伴
大
納
言
の
説
話
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　
　

       

蓮
沼　

由
佳

紀
貫
之
像
の
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

椎
谷
め
ぐ
み

大
和
物
語
の
受
容　

　
　
　
　

       ―

中
世
説
話
集
を
中
心
と
し
て―

　

     

長
谷
川
由
紀

清
少
納
言
の
説
話
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　
　

          

高
見
堂
里
佳

赤
染
衛
門
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

鈴
木
由
季
子

和
泉
式
部
の
説
話
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　
　

   　

兎
澤　

綾
乃

保
輔
説
話
を
め
ぐ
る
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
峯　

一
途

小
式
部
内
侍
像
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　

―
宇
治
拾
遺
物
語
を
中
心
に―

　
　
　

 

松
井　

夕
佳

平
成
十
七
年
度
�
卒
業
研
究
�
論
題
一
覧

仲
胤
僧
都
と
平
茸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

早
田
美
由
貴

読
誦
功
徳
譚
を
巡
っ
て　

　
　
　
　
　
　

 ―
 

今
昔
物
語
集
を
中
心
に―

　

          

伊
藤
み
な
み

宇
治
拾
遺
物
語
と
古
本
説
話
集　

　
　
　
　
　
　
　
　

―

本
文
比
較
を
め
ぐ
っ
て―

　

    

片
岡
み
な
み

宇
治
拾
遺
物
語

「
後
朱
雀
院
丈
六
の
仏
造
り
奉
り
給
ふ
事
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

藤
井　

麻
美

義
家
朝
臣
の
人
物
像
の
考
察　

　
　
　
　
　
　

       

重
富　

祐
季

西
行
説
話
の
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

羽
原
有
希
子

宇
治
拾
遺
物
語
「
東
大
寺
華
厳
会
の
事
」　

　
　
　
　

―

説
話
伝
承
と
成
立
年
代
を
め
ぐ
っ
て―

         

大
村　

 

祐
美

十
訓
抄
と
俊
頼
髄
脳　

　
　
　
　
　

    ―

和
歌
説
話
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て―

       

秋
津 

実
紗
子

『
去
来
抄
』
に
お
け
る
「
本
意
」・「
本
情
」　
　

       

永
井　

愛
子

『
坊
つ
ち
ゃ
ん
』
と
夏
目
漱
石　
　
　
　
　
　
　

      

石
田　

梨
紗

江
戸
川
乱
歩
『
D
坂
の
殺
人
事
件
』『
屋
根
裏
の
散
歩
者
』　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　

    
小
島
美
登
里

『
仮
面
の
告
白
』―

三
島
由
紀
夫
に
つ
い
て　
　

      

山
口
め
ぐ
み

森
鴎
外
『
舞
姫
』
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

南　

静
果

『
他
人
の
顔
』　

―

夫
と
妻　
　
　
　
　
　
　
　

      

照
屋
優
貴
子

『
グ
ス
コ
ー
プ
ド
リ
の
伝
記
』
に
お
け
る
宮
澤
賢
治　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                        

根
元　

麻
衣

（
小
説
）『
冬
の
傀
儡
師
殺
人
事
件
』　
　
　
　
　

    

立
岩　

真
衣

（
小
説
）『
パ
ン
ト
マ
イ
ム
・
ピ
エ
ロ
』　
　
　
　

    

須
田　

香
名

（
小
説
）『
マ
グ
ロ
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

後
藤　

眞
伊

（
小
説
）『
今
日
明
日
明
後
日
』　
　
　
　
　
　
　

      

野
中　

美
穂

（
小
説
）『
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
』　
　
　
　
　
　
　

      

湯
野　

愛
子

（
小
説
）『
ボ
ン
ベ
イ
サ
フ
ァ
イ
ア
・
ブ
ル
ー 

』            

三
上　

綾
乃

（
小
説
）『bloom

 rain

』　

   　
　

       　

        　
　

 

樋
渡
絵
里
奈

『
日
本
一
鑑
』
名
彙
「
称
呼
」
に
つ
い
て　
　
　

       

小
峰　

千
鶴

『
日
本
一
鑑
』「
称
呼
門
」
に
つ
い
て　
　
　
　
　

   

岸
井　

朋
未

『
日
本
一
鑑
』「
称
呼
」
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

   

石
井
絵
里
奈

鈴木浩子先生.indd 2006/03/02, 10:09102-103



- 102 -- 103 -

　
　

    

『
日
本
霊
異
記
』
に
み
る
行
基
菩
薩
に
つ
い
て　

    

山
下　

裕
加

　『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら
れ
る
観
音
菩
薩
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

吉
富
友
理
佳

『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら
れ
る
夢
に
つ
い
て
の
考
察　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

杉
本　

容
子

『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
『
今
昔
物
語
集
』
へ　
　

      

三
崎　

優
子

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
悪
業
に
つ
い
て　
　

     

永
田
美
登
里

『
日
本
霊
異
記
』
に
み
る
行
基
に
つ
い
て　
　
　

     

谷
間　

美
樹

『
万
葉
集
』
の
狐
〜
『
日
本
霊
異
記
』
を
基
点
と
し
て　

                                                                    

飯
島
有
梨
沙

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
雄
略
天
皇
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

井
上　

桃
子

『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』
の
関
係
性
に
つ
い
て　

     

一
倉　

理
沙

『
古
今
集
』
研
究

　
　

―

鳥
の
歌
の
視
点
か
ら
見
た
配
列
の
工
夫―

　

           

高
梨
か
お
り

      　
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
説
話
を
め
ぐ
っ
て　

　

―

古
今
著
聞
集
・
好
色
の
序
の
意
味
す
る
も
の―

　

      

見
付 　

育
子

説
話
に
お
け
る
孔
子
像
を
考
え
る　
　
　
　
　

         

大
下　

  

真
由

安
倍
仲
麿
説
話
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

小
野
塚　

愛

小
野
小
町
説
話
の
研
究

　
　
　
　
　
　

 ―
  

虚
像
と
実
像
を
め
ぐ
っ
て―

　

         

松
井 　

麻
美

伴
大
納
言
の
説
話
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　
　

       

蓮
沼　

由
佳

紀
貫
之
像
の
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

椎
谷
め
ぐ
み

大
和
物
語
の
受
容　

　
　
　
　

       ―

中
世
説
話
集
を
中
心
と
し
て―

　

     

長
谷
川
由
紀

清
少
納
言
の
説
話
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　
　

          

高
見
堂
里
佳

赤
染
衛
門
の
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

鈴
木
由
季
子

和
泉
式
部
の
説
話
を
め
ぐ
っ
て　
　
　
　
　
　

   　

兎
澤　

綾
乃

保
輔
説
話
を
め
ぐ
る
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
峯　

一
途

小
式
部
内
侍
像
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　

―

宇
治
拾
遺
物
語
を
中
心
に―

　
　
　

 

松
井　

夕
佳

平
成
十
七
年
度
�
卒
業
研
究
�
論
題
一
覧

仲
胤
僧
都
と
平
茸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

早
田
美
由
貴

読
誦
功
徳
譚
を
巡
っ
て　

　
　
　
　
　
　

 ―
 

今
昔
物
語
集
を
中
心
に―

　

          

伊
藤
み
な
み

宇
治
拾
遺
物
語
と
古
本
説
話
集　

　
　
　
　
　
　
　
　

―

本
文
比
較
を
め
ぐ
っ
て―

　

    

片
岡
み
な
み

宇
治
拾
遺
物
語

「
後
朱
雀
院
丈
六
の
仏
造
り
奉
り
給
ふ
事
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

藤
井　

麻
美

義
家
朝
臣
の
人
物
像
の
考
察　

　
　
　
　
　
　
       

重
富　

祐
季

西
行
説
話
の
考
察　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

羽
原
有
希
子

宇
治
拾
遺
物
語
「
東
大
寺
華
厳
会
の
事
」　

　
　
　
　

―

説
話
伝
承
と
成
立
年
代
を
め
ぐ
っ
て―

         
大
村　

 

祐
美

十
訓
抄
と
俊
頼
髄
脳　

　
　
　
　
　

    ―

和
歌
説
話
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て―

       

秋
津 

実
紗
子

『
去
来
抄
』
に
お
け
る
「
本
意
」・「
本
情
」　
　

       

永
井　

愛
子

『
坊
つ
ち
ゃ
ん
』
と
夏
目
漱
石　
　
　
　
　
　
　

      

石
田　

梨
紗

江
戸
川
乱
歩
『
D
坂
の
殺
人
事
件
』『
屋
根
裏
の
散
歩
者
』　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

      　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

小
島
美
登
里

『
仮
面
の
告
白
』―

三
島
由
紀
夫
に
つ
い
て　
　

      

山
口
め
ぐ
み

森
鴎
外
『
舞
姫
』
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

南　

静
果

『
他
人
の
顔
』　

―

夫
と
妻　
　
　
　
　
　
　
　

      

照
屋
優
貴
子

『
グ
ス
コ
ー
プ
ド
リ
の
伝
記
』
に
お
け
る
宮
澤
賢
治　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                        

根
元　

麻
衣

（
小
説
）『
冬
の
傀
儡
師
殺
人
事
件
』　
　
　
　
　

    

立
岩　

真
衣

（
小
説
）『
パ
ン
ト
マ
イ
ム
・
ピ
エ
ロ
』　
　
　
　

    

須
田　

香
名

（
小
説
）『
マ
グ
ロ
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

後
藤　

眞
伊

（
小
説
）『
今
日
明
日
明
後
日
』　
　
　
　
　
　
　

      

野
中　

美
穂

（
小
説
）『
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
』　
　
　
　
　
　
　

      

湯
野　

愛
子

（
小
説
）『
ボ
ン
ベ
イ
サ
フ
ァ
イ
ア
・
ブ
ル
ー 

』            

三
上　

綾
乃

（
小
説
）『bloom

 rain

』　

   　
　

       　

        　
　

 

樋
渡
絵
里
奈

『
日
本
一
鑑
』
名
彙
「
称
呼
」
に
つ
い
て　
　
　

       

小
峰　

千
鶴

『
日
本
一
鑑
』「
称
呼
門
」
に
つ
い
て　
　
　
　
　

   

岸
井　

朋
未

『
日
本
一
鑑
』「
称
呼
」
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

   

石
井
絵
里
奈

鈴木浩子先生.indd 2006/03/02, 10:09102-103



- 104 -- 105 -

『
日
本
一
鑑
』「
称
呼
門
」
に
つ
い
て　
　
　
　

       

菊
池
原
麻
衣

『
日
本
一
鑑
』「
称
呼
門
」
に
つ
い
て　
　
　
　
　

   

木
下　

朋
子

『
日
本
一
鑑
』「
称
呼
門
」
に
つ
い
て
の
研
究　
　

   

池
上　

智
恵

『
日
本
一
鑑
』
名
彙
「
称
呼
」
に
つ
い
て
の
研
究       

山
口
亜
里
沙

『
日
本
一
鑑
』
名
彙
「
称
呼
」
に
つ
い
て
の
研
究        

渡
邊　

渚

　
　
　
　  『
東
山
徃
來
』
上
巻
の
国
語
学
的
研
究         

干
川　

智
美

　
　
　

    『
東
山
徃
來
』
下
巻
の
国
語
学
的
研
究         

皆
藤
早
耶
歌 

  

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文　

第
二
十
八
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会

青
山
語
文　
　
　
　
　
　
　

第
三
十
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会

人
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

第
三
号

　
　
　
　
　
　

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
人
文
学
科
研
究
室

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要　
　

第
四
十
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
見
学
園
国
語
科
研
究
会

国
語
科
紀
要　
　
　
　
　
　

第
四
十
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
見
学
園
中
学
校
高
等
学
校
国
語
科

池
坊
短
期
大
学　
　
　
　
　

第
三
十
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
坊
短
期
大
学
図
書
館

岩
手
郷
土
文
学
の
研
究　
　

第
五
号

　
　

岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
岩
手
郷
土
文
学
研
究
会

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集　

第
四
十
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
学
術
研
究
会

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
人
間
科
学
紀
要　

第
四
号

　
　
　
　
　
　

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
人
間
科
学
部
学
術
研
究
会

人
文
自
然
論
叢　
　
　
　
　

第
四
十
九
・
五
十
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
学
院
大
学
人
文
自
然
学
会

研
究
紀
要　
　
　
　
　
　
　

第
三
十
九
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
城
南
女
子
短
期
大
学

城
南
国
文　
　
　
　
　
　
　

第
二
十
四
・
二
十
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
城
南
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会

 
 

受
贈
図
書
・
雑
誌 

 

（
平
成
十
七
年
十
二
月
現
在
・
発
行
所
五
〇
音
順
）

應
永
十
一

年
書
冩
本

應
永
十
一

年
書
冩
本
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